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統括所長

野々垣　睦美

高次脳機能障害は長期にわたり変化していく障害であるが，目に見えない・
捉えにくい症状により生活や就労などの社会生活でさまざまな困難に直面す
ることがある．当事者は「元に戻ること」，支援者は「地域での生活をイ
メージできないこと」が相まって，適切な支援につながらず地域で孤立して
しまうケースも散見される．
　生活や環境，抱いている想いを知り，そこで生じている課題に気づき，ど
のように未来を育んでいくのか？　支援者はこれまでの経験から得た価値観
を押し付けていないか常に振り返りながら，当事者とあゆみを進めていける
ように日々と向き合う必要がある．
今回の講演では当事業所における支援を中心に紹介していく．

共育セミナー 高次脳機能障害への支援
～知る・気づくから未来を育む～


